
石岡市中学生平和宣言 2019
１　私たちは暴力や暴言ではなく、相手のことを考えながらお互いが納得し問題が解決できるよう行

動します。
２　私たちは、一人一人を大切にし、思いやりや優しさをもって、みんながいつも笑顔でいられるよ

うに努力します。
３　私たちは、困っている人がいたら、

見て見ぬふりをせず、勇気をもっ
て手を差しのべ支え合えるように
します。

４　私たちは、当たり前の生活ができ、
平和に暮らせていることに感謝し、
全ての命を大切にしながら仲間と
協力して生活していきます。

５　私たちは、自分の生活を振り返り、
自分にできることを考え、平和な
未来を切り拓いていきます。　 ▲令和元年度石岡市中学生平和大使派遣事業報告会にて
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市長だより
　近年、その活用方法が注目されているドローン。テレ
ビなどで空中を飛ぶ姿をご覧になったことがある人もい
るのではないでしょうか。
　ドローンとは無人航空機のこと。災害時の状況確認、
有害鳥獣対策、公共施設等インフラの点検等、様々な活
用が期待されるところです。
　石岡市ではいま、職員によるパイロットチームを結成
し、安全・確実に運行するための研修を受講したうえで、
ドローンをまちづくりへ効果的に取り入れるための準備
を進めています。
　初めてドローンからの映像を見た時は、いつも見てい
るはずの対象物が全く違う新鮮なものに見えて驚いたも
のです。自分の今いる場所から見ていたら絶対に見えな
いものがあります。
　普段の生活の中でも、自分の立場から見えている景色
だけで判断せずに、異なる立場から客観的に視点を変え
て物事を捉えるように心がけていく必要があります。
　職員とともに、ドローン的な視点を日々の仕事に役立
てたいと思います。
 6 月 29 日曇り

02.8.1
中学生が考える
“平和への思い”
　市内各中学校から生徒代表
者２名が広島市や長崎市を 2
泊 3 日で訪れ、平和について
学ぶ「平和大使派遣事業」。
平成 27 年度に開始されたこ
の事業ですが、新型コロナウ
イルス感染症の影響により今
年度の派遣は実施しないこと
が決定されました。
　冒頭の「石岡市中学生平和
宣言 2019」は昨年度の平和
大使が長崎を訪問し感じた、
平和への思いを伝えるため
に、作成されたものです。
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戦後 75年
現実を知り伝えること
　2020 年は戦後 75 年。戦争の悲惨さや苦しみを、
世代を超えて伝えていくことは重要なことです
が、難しい状況になっていることも事実です。
　今回インタビューさせてもらった櫻井さんは

「今まで戦争の事実に直面するのが怖くて避けて
いた。でも、平和大使を務めたことで、平和や差
別に関するニュースに興味を持つようになった。
逃げてはいけない」と話します。　
　私たち一人ひとりが戦争の事実を知り、受け止
め、伝承者になるべきときなのかもしれません。
問教育総務課指導室　℡ 43-1111

令和元年度平和大使を務めた 2人に聞きました

私たちが長崎で感じたこと

　歴史の授業で教わった戦争について、もっと深く知りたくて
希望しました。長崎平和宣言で長崎市長がおっしゃっていた「私
たち一人ひとりの力は、微力ではあっても、決して無力ではな
い」という言葉がとても印象に残っています。
　平和の定義は人によって違います。大切なのは「違う」とい
うことを知った上で、相手の気持ちを想像して行動することだ
と思うようになりました。

　石岡市中学生平和宣言 2019 は長崎滞在中の夜に、みんなで
話し合って決めました。みんなそれぞれ感じたことや思うこと
が溢れ出てきて、なかなかまとまらなかったほどです（苦笑）。　　
　本で読んだり、話を聞くだけでは実感できなかった「戦争が
あった」という事実が、実際に生の声を聞いたとき心にずしっ
と入ってきました。自分が現地に行って直接見たからこそ感じ
た気持ちや経験を伝えていきたいです。
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すくすく育っています
「被爆樹木 2世」の苗木

　平和を願い、今年 2 月に植樹した広
島市の「アオギリ」と長崎市の「クス
ノキ」も、市役所本庁舎前で元気に育っ
ています。
　第二次世界大戦で被爆し生き残った
樹木の 2 世となるこの苗木は、毎日
たっぷりの陽の光と恵みの雨を受け
て、イキイキと成長しています。

▲アオギリ ▲クスノキ

平和の定義は人によって違う
想像力を持つことの大切さを知った

現地に行くことってすごく大切
感じたことを伝えていきたい
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期間：８月３日月～ 25 日火
場所：石岡市役所本庁舎１階ロビー
問コミュニティ推進課　℡ 23-7304

ミニ展示「広島・長崎原爆パネル展」


